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佛和辞書(幕 末明治期)に おける訳語の変遷

田 中 貞 夫

1.は じめ に

我 国 に お い て,最 初 の佛 語 辞 書 が 刊 行 さ れ た の は,安 政 元 年(1854)の こ とで あ る 。 著 者 は よ

く知 られ て い る様 に,村 上 英 俊(1811～90)で あ り,書 名 は 『三 語 便 覧 』 で あ る。

「三 語 便 覧 』 の構 成 は,「 見 出 し」 の 邦 語 に対 照 させ て,三 力国 語(仏 ・英 ・蘭 。 後 に蘭 に か え

て独)を 配 し た もの で あ る 。 そ れ 故,一 見 す る と和 佛 辞 書 の様 な 形 を と っ て い るが,同 書 の成 立

過 程 か ら考 え れ ば,必 ず し も首 肯 出 来 な い 。 何 故 な ら,こ の 書 は,オ ラ ン ダ出 版 の仏 語 入 門 書

"Nouvellemethodefa
miliere,al'usagedeceuxquiveulentapprendrelalanguefrangaise,par

CharlesCazelles,d'abordcorrigeeetaugmenteeparJ.VanBemmelen,desonvivantma↑trede

pensionaleide,revueetcorrigeeparH.Scheerder.Seiziemeedition,aZalt-Bommel,ChezJ.

NomanetFils.1834"を 参 考 に して作 られ,原 典 の仏 語(蘭 語)の 単 語 に,英 俊 が 邦 語 を 当 て た

もの が 大 部 分 だ か らで あ る(1)。

即 ち,見 方 を変 え て 言 うな らば,佛 語 辞 書 の 一種 とい って も,過 言 で は あ る まい 。

本 稿 で は,『 三 語 便 覧 』 を 出 発 点 と して,『 佛 語 明 要』(元 治 元 年,1864),『 官 許 ・佛 和 辞 典 』(明

治4年,1871),『 佛 和 辞 典 』(明 治19年,1886),『 佛 和 辞 林 』(明 治26年,1893),「 佛 和 曾 話 大 辞

典 』(明 治38年,1905),そ し て 『増 訂 ・新 佛 和 辞 典 』(明 治42年,1909)を 通 して,如 何 に訳 語

が 変 化 して い っ た の か 。 そ こ に は,我 国 フ ラ ンス学 の 黎 明 期 に お け る,苦 心 の 跡 が 見 られ て,は

な は だ興 味 深 い 。

H.佛 和 辞書 一覧

1)『 三語便覧』(本 稿 で は,『 三語』 と略 す。以下 同 じ。)

この字書(2)は,黄 色表 紙,右 袋 綴 の三冊 本 。縦26セ ンチ ×横18.2セ ンチが その寸 法 で あ り,

題 籏 には各 々,「 三語便 覧初巻(中 ・終)」 と記 されてい る。紙数 は初巻 が引2丁,序 文2丁,凡

例2丁,日 録1丁,本 文60丁 の ものであ る。

見返 しには,茂 亭村 上義茂 著,達 理 堂蔵 と書 かれてい る。 中巻 は初巻 と違 い,本 文 のみ で63丁,

終 巻 は同 じく62丁 で構成 されてい る。

同書 は25の 「部 門別」 に分類 されてお り,「 初巻」 は,天 文,地 理,身 体,疾 病,家 倫,官 職,

人品,官 室,飲 食,衣 服,器 用 の11部 門。

「中巻」 に は,兵 語,時 令,神 仏,徳 不 徳,禽 獣,魚 虫,草 木,果 実,金 石,医 薬,采 色,数 量,

地 名が入 って,13部 門。

「終巻」 は言語(陪 名詞,附 詞,前 置 詞,附 合詞,動 詞)の み で,1部 門。
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なお,『三語便覧』 は本来,縦 組みの ものであ り,仏 単語の右側 には,発 音記号 を示す カナ文

字が付 されているが,こ こでは直接関係がないので、省略 した。 さらに,同 単語 にはオル トグラ

フ(綴 字記号)が 欠落 しているが,他 の参考辞書 との関連か ら,筆 者が加えたことを付記するも

のである。

2)『 佛語明要』(『明要』 と略す)

この字書 も村上英俊の著作であ り,我 国で最初の本格的な佛和字書 と言われている。西洋式 に

アルファベ ッ トの順序 に従 って,単 語配列がなされたものである。

黄色表紙 の左袋綴の四冊本であ り,そ の寸法は縦25.7セ ンチ ×横18セ ンチ。題籏 は各々,「佛

語明要 一(二,三,四)」 と墨書 されている。

見返 しには,「元治元年稟准,村 上英俊著,佛 語明要,達 理堂蔵」の文字が見 られる。そ して,

自序が3丁,凡 例が2丁 。

本文は,第1巻 の紙数がll7丁 。第2巻 は83丁,第3巻 は84丁,最 後の第4巻 は84丁 か らなっ

ている。

3)「 官許 ・佛和辞典』(『好樹堂』 と略す)

洋 装 本(縦21.5セ ン チ ×横16.3セ ン チ)。 現 況 で は表 紙 は,く ち 葉 色(背 表 紙 と隅 の 三 角 形 が

黒 色)。 扉 の左 側 は 日本 語 に よ って 記 され,「 嵜 陽,好 樹 堂 繹,官 許 ・佛 和 辞 典,明 治4年 辛 未 正

月 新 鍋 」 と あ る 。

右 側 は フ ラ ン ス 語 で 書 か れ,「Dictionnaire/frauCais-japonais/renfermant/Lesprincipaux

motscomposes/et/Ungrandnombredelocutions.//Changhai:Imprimeriedelamissionpre-

sbyterienneamericaine/1871」.Prefaceが1頁 。 本 文,440頁 。

4)『 佛和辞典』(『泰山』 と略す)

いわゆ る袖珍 本。洋装 で縦18.5セ ンチ ×横12.5セ ンチ。現況 では,表 紙 は布製 で あ り,暗 い濃
.,色
。背表 紙(背 文字 有 り)は 皮製 で茶色 。扉 には,「 高橋 泰 山訂正,佛 和辞 典,東 京書 犀(東

崖堂,有 則軒)藏 梓 」 と記 され てい る。Preface,1頁 。Abreviations,1頁 。本文 は637頁 。奥付

には,責 捌 書林,発 党 書林 の名 が見 られ,そ の他,翻 刻 人 として河 井源 藏(東 京 府平民),同 じ

く富 田彦 次郎(岐 阜 縣士族)と 書 かれ てい る。 明治19年3月19日 翻 刻御届,同 明治19年9月 出版。

定債金 三 圓 と朱印。

5)『 佛和辞林』(『辞林』 と略す)

手 持 ちの もの は仮 表装 であ り,背 表紙 に 「佛和 辞林,全,中 江篤介 」 なる文 字が見 られる。序

言 が2頁,Explicationdesabrebiationsが1頁,日 本語 の表語 略が1頁 。本文,1290頁 。

奥付 には,発 責所,丸 善 書店,版 権所有 者,鈴 木義宗 。著作 者兼発 行者,野 村泰 享。 そ して著

作者,中 江 篤 介 とあ る。 明治26年12月28日 発行 。定償金 三 圓五 十鏡。

6)『 佛和曾話大辞典』(『大辞典』 と略す)
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大 型 の 洋 装 本(縦25.7セ ン チ ×横18セ ンチ)。 表 紙 は ワ イ ン レ ッ ド色 で あ り,背 表 紙 に は 文 字

有 り。 扉 に は,「 公 教 宣 教 師 ・エ ・ラ ゲ,高 等 学 校 講 師 ・小 野 藤 太,共 編,佛 和 曾 話 大 辞 典,明

治38年8月 刊 行 」 と,墨 書 され て い る 。

Preface,2頁 。Tabledesmatieresde1'abregedegrammairejaponaise,2頁 。 同Introduction

(p.1～p.2)。 同 じ く,ChapitreI～ChapitreXII(p.2～p.78)。 そ の 他,日 本 佛 蘭 西 度 量 衡 比 較 表,

1頁 。Explicati・ndesprincipalesabreviationsetdessignes,2頁 。 本 文 は,1080頁 。 さ ら に,

Additionsetcorrectionsが,4頁 。

奥 付 に は,発 行 所,天 主 公 教 曾 。 発 行 者,公 教 宣 教 師 ・エ ・ラ ゲ,高 等 学校 講 師 ・小 野 藤 太,

明 治38年7月15日 発 行,定 債 金 拾 圓,等 の 文 字 が 記 され て い る。 次 頁 に,費 捌 所 名 が1頁 。

7)『 増訂 ・新佛和辞典』(『新佛和』 と略す)

袖珍本。洋装(縦15.3セ ンチ×横10セ ンチ)で あ り,表 紙は紺色(表 紙 と背表紙 に文字有 り)。

扉 には,「野部泰享著,中 澤文三郎,阿 部 漸補助,粕 川信親,佐 野 尚校正。増訂 ・新佛和辞典,

東京 ・大倉書店発行」 とある。
くマ マ ラ

例 言 が2頁 。原 字 略字 解 が1頁,同 じ く,言睾語略 字解,1頁 。 本文,1187頁 。Loctionsdela

languefrangaiseと して,120頁 。奥付 には,明 治43年10月1日 発行 。 著作 者,野 村泰 享。発行 所,

大倉 書店等 の文字 が見 られ る。 正債 金武 圓武拾銭 。
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『増訂 ・新佛和辞典』の扉

皿.訳 語 の変遷

こ こで,実 際の例 を述べ る こ とにな るが,研 究資料 として,ど の様 な種類 の単語 に焦 点 を合 わ

せ た らよい のか,仲 々決め かね た。

しか しなが ら,試 行 錯誤 の結果,や は り人間 の性 状 に関す る単語 が,最 も変化 に とむ こ とが,

明 らか となった。

そ こで,『 三語 便覧』 の 「徳不 徳」 の部 か ら,単 語 を選 んで 中心 の題材 に据 えた。そ れ に他 の

辞書(の 単語)を 対 比 させ た結果 は,以 下 の通 りとなる。

なお,各 辞書 の単 語 間の 区切 りには,色 々あ って(,。.),記 述 上不便 なの で,(,)の 記 号

で統 一 した こ とを,付 記す る ものであ る。

affection(3)

「三 語』

「明要』

「好樹 堂』

『X,山』

『辞林』

『大 辞林 』

『新佛和 』

好 嗜(ス キ)

愛

寵愛

恩愛

感情,愛 情,痛 苦,病 苦

1.感 ジ2.愛 情,情 愛3.疾 病(4)

1.疾 病2。 感動3.愛 情,親 愛

ambition

「三 語』 驕(ヲ ゴ リ)
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久 ク待 ッ ー1,高 位 ヲ欲 フル]

抜屋,大 望

抜庖,大 望

熱望,欲 望,大 志,非 望,大 望

大望,功 名心

1。 野心,大 望2.目 的,計 画

交情(マ ジ ワ リ)

懇,好 キ,恵,楽 ミ,行 儀 ヨキ ー1

友情,愛

友情,愛

友情,親 愛,恩 愛,和 睦,愛 セ ラル ・者,恩 恵,施 興,親 和(物)

1.友 誼,懇 意,友 情 一友 愛,親 交,和 親2.愛

1.懇 親2.友 愛,友 誼3.親 睦

情欲(イ ンヨク)

熱 サ,情 欲

勉働,熱

勉働,熱

猛熱,熱 望,猛 烈,鋭 気,愛 慕,懸 愛,天 使,活 発,熱 情

1.ハ ゲ シキ2.熱 心,非 常 ナ3.ハ リアイ,イ キ ゴ ミ

1.焼 熱2.勉 鋤3.熱 心,熱 情

属精(セ イ ダシ)

出精

出精

出精

謹愼,緊 密,勉 強

1.謹 勉,勉 学,精 勤,几 帳面2.侍 坐

1.勤 勉,精 働2.注 意深 きこと

樫吝(シ ワサ)

吝面

吝薔,我 欲

吝薔,私 欲

貧禁,吝 薔

吝薔,貧 欲,欲 張

1.貧 欲,貧 禁,吝 薔2.節 倹 に過 ぐる こ と
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aveuglement

『三語』

『明要』

『好樹堂』

「泰山』

「辞林』

『大辞林』

『新佛和』

不學(モ ンモ ウ)

文盲,無 智

盲 目

盲 目

盲 目,掩 乱,蒙 昧,惑 溺

盲 目

1.盲 目2.蒙 昧3.無 謀

bienseance

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰山』

『辞林』

『大辞林』

『新佛和』

相癒(サ ウヲ ウ)

似合,相 鷹,都 合

適 當,相 鷹,都 合 ヨキ ー1

適 當,相 鷹,都 合 ヨキ コ ト

容儀,礼 式,正 格(文 学),便 宜

1.和 川頁,適 合2.ネ し儀i,作 法

1.礼 式,正 格2.便 宜

bienfaisance

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰山』

『辞林』

『大辞林』

「新佛和』

仁恵(イ ツクシミ)

恵深キー1

仁恵

仁恵

恵位,善 業,徳 行

慈善,慈 恵一 慈善事業

1.慈 善事業2,仁 恵

brutalite

「三語』

『明要』

『好樹 堂』

『泰山』

「辞 林』

『大辞桐

『新 佛和』

非礼

不礼

獣 心,押 柄

獣 心,押 柄,乱 暴

粗 暴 ナル性 質,猛 悪,暴 戻,強 欲,粗 策,粗 暴 ノ動作,刻 薄 ノ言語

1.暴 逆,猛 悪2.虐 待3.悪 心

1.獣 行,粗 暴 ノ言行2.残 忍3.虐 待4.野 卑

candeur

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰 山』

『辞林』

『大辞林』

廉i直(レ ンチ ョク)

廉直

廉直

廉直

廉直,誠 実

淳朴,無 邪気,悪 気
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「新佛和』 廉直,誠 直

cruaute

『三語』

『明要』

『好樹 堂』

「泰 山』

「辞林』

「大 辞林 』

「新佛和 』

猛悪(モ ウアク)

固晒,苛 酷

残忍,堅 硬

残忍,堅 硬

残酷,凄 惨,苛 刻 ノ事

1.残 酷,残 虐,残 忍,苛 酷2.猛 悪

1.残 忍 の情2.残 酷 の行 為3.苛 酷

desespoir

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰山』

『辞林』

快

『大辞林』

『新佛和』

失望(ノ ゾ ミヲウシナ ヒ)

失望,気 ノ毒,心 配

失望,悲 哀

失望,悲 哀

失望,失 望 セ シムル者,優 逸 ニ シテ企 及ス 可 ヲサ ル者,必 死,悲 痛,憂 憤,不 愉

失望

1.失 望2。 妄断3.悲 痛

experience

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰山』

『辞林』

『大辞林』

『新佛和』

発 明

試 ミ,発 明

練 熟,試 験

練 熟,試 験

試験,経 験

1.試 験2

1.試 験2

.實 験3.化 學

.経 験,実 験3.実 験法

delicatesse

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰山』

『辞林』

『大辞林』

yawakikoto

「新 佛 和 』

こ と

選 抜(エ ラ ミダ シ)

柔 和,美 味,伶 利

精 細,謹 直,奇 麗,美 味

精 細,謹 直,奇 麗,美 味

脆 弱,細 捷,用 意 周 匝 ナ ル],憤 激 シ易 キ ー1,柔 惰 一pl.珍 味,贅 品

1.komakanakoto2.優 美3.趣 味4.bimi羨 味,珍 味5.微 弱,

6.困 難7.鋭 敏8,kanji-yasukikoto9.kimuzukashikikoto

1.脆 弱,柔 弱2.繊 細3.巧 便4.精 緻5.雅 趣6.気 六 つ か し き

7.慎 重8.廉i趾 心9.困 勤 美 味

docilite

『三 語 』 穎敏(カ シ コサ)
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『明要』 出精,伶 利,領 命

『好樹 堂』 多才

『泰山』 多 才

『辞林』 教 へ易 キ ー1,教 ユ ヘ キ コ,柔 順,温 和,制 御 シ易 キ ー1

『大辞林』 從 順,温 和

『新佛和』1.柔 順,温 和2.手 工 を施 し易 きこ と,軟 きこ と

flatterie

『三語』 面從(ッ イ シヤ ウ)

『明 要』 追從,愛

『好樹 堂』 追從 云 フ ー]

「泰 山』 追從 云 フ コ

『辞 林』 撫 摩ス ル ー1,言畠諌

「大 辞林』hetsurai,kobilhetsurai】,追 從,ten-yu諮 諌

『新佛和』1.媚 ぶ るこ と,詔 訣2.過 頒

fidelite

『三語』 信誠(マ コ ト)

『明要』 忠 実,信 誠

『好樹 堂』 信 實,忠 節

『泰山』 信 實,忠 節

『辞林』 忠 實,精 密,廉 直

『大辞林』1.忠,忠 實;貞 節,操2.眞 實3.正 確 辛抱;正 直

『新佛和』1.忠 實2.貞 節,誠 實3.眞 實4。 正確5.精 密6.堅 忍

foi

『三語 』 宗 旨(シ ウ シ)

『明要』 信 ジ,赦 シ

『好樹 堂』 信 實,信 用

『泰 山』 信 實,信 用

『辞林』 信,確 實,誠 信,信 用,握 手 形(徽 〉,宗 旨 ノ固信,証 拠,保 証

『大 辞 林』 忠 實 操,貞 節2.Bonne,善 意,眞 心,誠 意,3.証 拠,証 明

4.信 用5.信 仰6.教 理

「新佛和 』1.信 用2.言 登拠3.信 仰4.教 理,宗 教5.忠 實,誠 實,信 實

franchise

『三語』 赤心(マ ゴコロ)

『明要』 自由

『好樹堂』 免 除(租 税 ナ トノ),自 由,廉 直

『泰 山』 免除(租 税 ナ トノ),自 由,廉i直

『辞林』 自主,自 由,免 除,特 許,罪 人 ノ庇 蔭 ノ権,同 権 ヲ有ス ル庭,信 實,免 税

『大辞林 』1.独 立2.免 除3.澹 泊;正 直,眞 實

『新佛和 』1.免 税,免 除2.独 立3.淡 泊4.誠 實5.罪 人
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generosite

『三語』

『明要』

「好樹堂』

『泰山』

「辞林』

『大辞林』

「新佛和』

寛仁(ク ワンジ ン)

大 度

大謄 ナ ル ー1

大様 ナ ル ー1

寛仁,大 度,大 量,豪 侠,仁 慈pl.贈 物,利 徳(時 トシテハ単数 二用 ユ)

1.寛 大,大 度2.寛 仁,慈 仁,鷹 揚3.-pl.多 分no恵

1.寛 大,大 度2.慈 仁3.豪 侠pl.施 興 物

gourmandise

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰山』

『辞林』

『大辞林』

『新佛和』

野鄙(イ ヤ シキ)

賎 キーi

貧食

貧食

饗餐,美 食,他 ヲ害 シテ 自ラ伸張 ス ル ー1(樹 若 クハ枝 ノ)

1.貧 食2.美 食

1.貧 食2.美 食

honte

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰 山』

『辞 林』

『大 辞林』

『新佛和 』

趾 辱(ハ ヂ)

趾 辱

恥 辱

恥 辱

凄 辱,汚 辱,差 趾,不 名 誉

1.趾2.m・tt・m・hazu/kotowojiman自 慢suru

1,汚 辱,恥 辱

impatience

『三語』

『明要』

『好樹堂』

「泰山』

『辞林』

「大辞林』

『新佛和』

不忍(シ ノ ビヅ)

椹 ラ レヌ ー1

短 気,椹 ヘ ラ レヌ ー1

短 気,椹 ヘ ラ レヌ]

無 耐忍,痛 切,熱 心pl.神 経過 敏,痛 苦

1.不 忍耐,不 勘忍2.短 気3.sekkachi

1.不 忍耐,短 気2.痛 切pl.〔 医〕神経 過敏

industrie

『三語』

『明 要』

『好樹堂』

『泰 山』

『辞林』

材智(チ エ)

出精,欺 キ,智 巧

才智,奇 巧,勉 強,事 業

工 業,才 智,奇 巧,勉 強,事 業

智 巧,精 巧,巧 妙,百 工,工 技 産業,工 芸
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『大辞林』

『新佛和』

1.巧2.策3.實 業4.農 業5.工 業

1.工 技2。 方 策,計 策3.實 業,産 業,生 業4.工 業5.狡 智

innocence

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰山』

『辞林』

『大辞林』

『新佛和』

不 皐(ッ ミノナ イ)

無 罪,ア ドケナサ

無罪,道 理 ノ立 テ居 ル ー1

無罪,道 理 ノ立 テ居 ル コ

無害,清 浄,無 罪,淡 泊,無 邪気,純 標

1.無 罪,tsuminonaikoto境 涯2,清 浄,潔 白3.無 邪気,悪 気4.

無失

1.無 邪気2.無 罪3.潔 白4,素 朴,於 人 よ し

legerete

『三語』

『明要』

「好樹 堂』

『泰山』

『辞林』

輕月盆(カ ルハ ヅ ミ)

輕サ,容 易,輕 ハ ヅ ミナル ー1

輕 薄,神 速 ナ ル ー1,放 蕩 ナ ル ー1

輕 薄,神 速 ナ ル ー1,放 蕩 ナ ル コ

輕 キコ,輕 捷,自 在 ナル コ,輕 易,輕 跳,輕 薄,変 動 シ易 キ コ,不 注 意 輕忽,

平 易,小 過

『大 辞 林 』1.karuikoto,karusa2.hayaikoto3.kigawari,kigaru4.輕 卒5.

輕 微

『新 佛 和 』1.輕 き こ と2.輕 捷3.輕 桃,輕 薄,浮 薄4.輕 卒5.些 少6.平

易(文 章 の)7.酒 落

liberte

『三語』

『明要』

『好樹 堂』

『泰 山』

『辞林 』

親押

『大辞林』

『新佛和』

羅馬人の比喩的神霊

自在(ジ ザ イ)

自由,物 二恐 レヌ コ

自由,容 易

自由,容 易

自主,自 由,自 在,自 由 ノ権(理),不 覇 独立,轟 落,開 潤,宥 免,賜 蝦,輕 快,

pl.免 税

1.自 由2.解 放

1.自 由2.解 放3.不 覇独立4.自 主 自由5.無 遠慮,親 押6.古

pl.免 税特権(自 治 邑等 の)

moralite

『三語』

『明要』

『好樹 堂』

『泰 山』

『辞林』

禮法(ギ ャウギ ョサ)

作法

禮式

禮式,徳 儀

道心,教 訓ノ微 旨,佛 国古代教訓 ノ詩,善 悪ノ弁別,善 悪(思 想行為ノ),善 良

pl.古代 ノ劇 曲
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『大辞林』1.yoshi-ashi,善 悪2.道 心,道 念3.教 訓

「新 佛和 』1.教 訓2.道 心,道 念3.道 徳4.品 行

6.善 悪

orguil

『三語』 侶傲(ヲ ・ヘ イ)

『明要』 傲 慢,高 ブ リ

『好樹 堂』 高慢,押 柄

『泰 山』 高 慢,押 柄

「辞 林』 傲慢,自 尊 ノ情,自 任 ノ心,侶 傲,虚 飾,華 麗

『大 辞林』 ユ.傲 慢,高 慢2.自 尊

『新 佛和 』1.傲i曼2.自 尊 心

pauvrete

『三語』 赤貧(ビ ンボ ウ)

『明 要』 貧乏

『好樹堂』 困窮,愚,下 賎

『泰 山』 困窮,愚,下 賎

『辞林』 貧,困 乏,拙 晒,卑 晒pl.鄙 劣 の言行

『大 辞林』 貧 〔窮〕,貧 困,貧 乏

『新佛和 』1.貧 困,貧 妻2。 清貧3.淺 はか な るこ と4.

prodigalite

『三語』 柾 費(ム ダヅカ ヒ)

『明要』(prodigalement,adv.過 分 二費 シテ),同 上 ノ]

『好樹 堂』 放 逸

『泰山』 放 逸

『辞林』 浪 費,浪 費ス ル コpl.贅 澤,放 逸

『大辞林 』 浪費

『新佛和』 浪費pI.1.放 蕩2.冗 費

promptitude

「三語』 好 仕(ッ トメズ キ)

「明要』(promht,e,adj.手 早 キ,速 ナル),同 上 ノ ー1

『好樹 堂』 神 速,性 急,怒 り

『泰 山』 神速,性 急,怒 り

『辞林』 迅速,敏 捷,性 急,焦 躁

『大辞林』 迅速;敏 速

『新佛和』1.敏 捷2.性 急3.迅 速

sagacite

『三語』 秀 才(ス グ レタル リコ ウ)

「明要』 材智,穎 敏

4.行 状

5.勧 善寓 意喜 劇(中 古 の)

淺薄
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『好樹堂』

『泰山』

『辞林』

『大辞林』

『新佛和』

鋭敏,材 智

鋭敏,材 智

嗅官ノ鋭 キー1,鋭敏

鋭敏,怜 剛

鋭敏,怜 倒,聰 惹

sobriete

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰 山』

『辞林』

『大辞 林』

『新佛 和』

節 飲食(ノ ミク ヒノホ ドヨサ)

下戸,裡 好 サ

賢 コキ 「,節 ス ル コ

賢 コキ コ,節 ス ル コ

飲食 ヲ節 スル],淡 泊,謹 愼

1.節 制,節 食2.簡 古

1.節 食,節 酒2.節 制3.淡 泊

vertu

『三語』

『明要』

『好樹 堂』

『泰 山』

『辞林』

「大 辞林』

『新 佛和』

徳(ト ク)

徳,力,丈 夫

徳,貞 節,正 直,力

徳,貞 節,正 直,力

徳,勇 気,仁 慈,有 徳 者,貞 節,効 力

1.徳;徳 義,道 徳,道 義2.効,効 能

1,〔 古〕勇 気2.徳3.徳 義心4.貞 操,貞 節5.効 力,効 能

vice

『三語』

『明要』

『好樹堂』

『泰山』

『辞林』

者

『大辞林』

副

『新佛和』

不徳(フ トク)

吏 ノ鉄,不 十 分,不 徳

不徳,欠 乏,過 失,放 蕩

不徳,欠 乏,過 失,放 蕩

弊,欠 損,悪 弊,不 徳,邪 行,放 蕩,1占,悪 習,短 威,悪 癖,鍛 疵 幣害,不 徳

1。 鉄 貼,短 庭2.違 法3.悪4.悪 徳5.放 蕩,不 行 跡,不 身 持6.

1.短 庭,鉄 黒占,蝦 瑛2.不 法,違 法3.不 徳,悪 徳4.放 逸5.悪 人

(1)調 査 に際 しては,古 河歴史博物館所蔵本を使用 した。なお,こ の間の事情 を物語る小稿 を,同 館の紀

要 ・『泉石』 に発表 した(2004年 刊行の予定)。

(2)和 綴本については,特 に洋装の辞書 と区別 して,字 書 という字を用いた。

(3)フ ランス語の単語の順序 は,必 ず しもアルファベ ッ トの順ではなく,『三語便覧』の構成に従 って,

配置 した。

(4)こ の辞書には例文が数多 く用いられているが,本 稿の主題通 りに,単 独の訳語のみを記載 したことを,

付記す る。


